
ア
　
地
域
図
書
館
の
使
命

　
地
域
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
仮
に
使
命
を
定
立
し

て
み
る
と
、

市
民
に
よ
り
身
近
な
場
所
で
読
書
環
境
・
情
報
獲
得

環
境
を
整
え
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
域

の
活
力
を
活
性
化
さ
せ
る

と
い
う
役
目
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
具
体
的
に
言
う
と

　
①
「
読
む
」
と
い
う
行
為
を
愉
し
み

　
②
「
知
り
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
作
り

　
③
調
査
研
究
の
問
題
に
応
え
て
い
く

　
と
い
う
３
点
で
、
地
域
に
関
わ
る
市
民
の
学
習
・

仕
事
・
余
暇
等
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
き
、
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
使
命
を
持
っ
て
い
る
。

イ
　
戦
略
目
的
一
達
成
目
的
一
業
績
指
標

　
前
記
の
「
使
命
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
戦
略
目

的
」
と
し
て
、
地
域
館
に
つ
い
て
は
５
つ
の
柱
を
考

え
て
み
た
。
地
域
図
書
館
の
目
的
体
系
と
業
績
指
標

案
の
抜
粋
に
つ
い
て
も
、
表
ト
５
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
今
後
の
方
向
性

①
行
政
評
価
は
経
営
改
革
の
ツ
ー
ル

　
研
究
方
法
の
項
で
も
強
調
し
た
が
、
行
政
評
価
は

経
営
改
革
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
特
に
、
設
立
以
来
当

初
の
目
的
を
ほ
ぼ
果
た
し
た
と
判
断
さ
れ
る
生
涯
学

習
支
援
施
設
に
お
い
て
は
、
所
管
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ

る
内
部
的
事
務
事
業
評
価
で
は
、
大
胆
な
事
業
の
転

換
は
望
み
薄
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
場
合
、
転
換
期

を
迎
え
た
際
の
典
型
的
な
経
営
戦
略
は
、
Λ
３
Ｃ
＋

３
Ｓ
Ｖ
と
証
さ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
「
顧
客
ニ
ー
ズ
（
C
u
s
t
o
m
e
r
）
を
選
択
し
、

自
社
（
C
o
m
p
a
n
y
)
の
強
み
に
資
源
を
集
中
し
、
競

合
（
C
o
m
p
e
t
i
t
o
r
）
と
差
別
化
を
図
る
）
と
い
う
戦

略
を
指
す
。

　
果
た
し
て
行
政
に
お
い
て
こ
の
手
法
は
導
入
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
顧
客
（
＝
市
民
）
は
選
べ
な
い

が
、
セ
グ
メ
ン
ト
（
＝
ク
ル
ー
ピ
ン
ク
）
し
た
上
で
、

予
想
さ
れ
る
典
型
的
な
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
こ
と

は
可
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
生
涯
学
習
支
援
施
設
に
お
い
て
は
、
最
も

市
民
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
感
謝
さ
れ
る
部
門
に
人

的
・
物
的
・
資
金
的
資
源
を
集
中
投
入
す
る
こ
と
も

で
き
な
く
は
な
い
。
更
に
、
民
間
企
業
を
含
め
た
類

縁
機
関
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
睨
ん
だ
時
、
現
状

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
式
で
良
い
か
ど
う
か
、
検
討
の

余
地
の
あ
る
生
涯
学
習
支
援
施
設
も
あ
る
だ
ろ
う
。

行
政
全
般
の
性
格
を
反
映
し
て
、
生
涯
学
習
支
援
施

設
に
お
い
て
も
、
厳
正
な
手
続
は
踏
む
も
の
、
経
営

の
革
新
と
い
う
要
素
は
組
織
の
存
立
基
盤
と
し
て

は
、
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
革
新
を
も

た
ら
す
と
い
う
点
で
、
擬
似
的
な
競
争
原
理
を
行
政

に
持
ち
こ
む
行
政
評
価
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

②
現
場
で
の
経
営
改
革
と
行
政
評
価

　
実
は
、
民
間
企
業
の
転
換
期
の
経
営
戦
略
は
、
行

政
の
現
場
で
の
経
営
改
革
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
。
実
践
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
①
顧
客

の
定
義
一
誰
が
真
に
重
要
な
顧
客
で
あ
る
か
を
明
確

に
定
義
す
る
　
②
実
態
分
析
一
顧
客
に
と
っ
て
何
か

重
要
か
。
ま
た
、
現
在
何
に
満
足
し
、
ま
た
不
満
な

の
か
を
、
き
ち
ん
と
分
析
す
る
　
③
改
善
活
動
‥
実

態
分
析
か
ら
得
た
顧
客
の
ニ
ー
ズ
と
現
実
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
い
か
に
し
て
埋
め
る
か
を
工
夫
し
、
実
際
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
　
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
‥
改
善
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
そ
の

一
　
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
生
涯
学
習
支
援
施
策
の
行
政
評
価
と
生
涯
学
習
施
設
の
経
営
改
革

地域図書館の目的体系と業績指標案：抜粋表－5

：利用者の視点（中央図書館十地域館）の戦略計画案（１）表－6　横浜市立図書館
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結
果
を
積
極
的
に
顧
客
に
対
し
て
伝
え
て
信
頼
関
係

を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
注
５
）

　
何
ら
か
の
客
観
的
な
裏
付
け
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
ス
テ
ッ
プ
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
客
観
性
は
、
必
ず
し
も
定
量
的
に
測
定
可
能
な

も
の
に
限
ら
ず
、
顧
客
満
足
度
調
査
（
Ｃ
Ｓ
）
の
よ

う
な
定
性
的
な
指
標
で
も
良
い
が
、
な
る
べ
く
成
果

（
0
u
t
c
o
m
e
）
を
測
定
す
る
も
の
が
望
ま
し
い
。
顧
客

（
=
市
民
）
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
投
人
（
I
n
p
u
t
）

や
結
果
（
O
u
t
p
u
t
）
で
な
く
、
成
果
（
O
u
t
c
o
m
e
）

だ
か
ら
で
あ
る
。

③
戦
略
計
画
策
定
を
受
け
た
業
績
指
標
の
設
定

　
機
構
・
予
算
・
人
員
削
減
が
進
む
中
、
事
務
事
業

自
体
が
使
命
を
終
え
た
と
い
う
理
由
で
い
き
な
り
打

ち
切
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
防
ぐ
に
は
、
中
期
的
な
生
涯
学
習
支
援
施
設
の
使

命
や
達
成
目
標
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
、
所
管
局
、

及
び
管
理
部
局
（
総
務
局
、
財
政
局
等
）
と
明
確
な

合
意
を
作
っ
て
お
く
の
が
望
ま
し
い
。
中
央
図
書
館
、

地
域
図
書
館
を
含
め
た
横
浜
市
立
図
書
館
全
体
に
つ

い
て
、
戦
略
計
画
の
叩
き
台
を
作
っ
て
み
た
（
表
６

～
８
）
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
「
来
館
者
の
満
足

度
の
向
上
」
、
「
教
育
効
果
」
、
「
資
料
の
良
好
な
保
全

と
活
用
」
等
の
現
場
レ
ベ
ル
の
様
々
な
改
善
努
力
を

系
統
的
に
評
価
す
る
道
具
に
留
ま
ら
ず
、
「
内
部
経

営
効
率
」
「
職
員
の
や
り
が
い
」
、
「
経
営
改
革
の
進

捗
具
合
」
、
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
度
合
い
」
、
「
情
報

発
信
の
質
と
効
率
」
、
「
外
部
経
済
効
果
」
、
「
知
名
度
、

世
間
で
の
評
価
、
イ
メ
ー
ジ
」
等
の
戦
略
目
的
に
ま

で
遡
っ
た
合
意
形
成
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

④
改
革
は
生
涯
学
習
支
援
施
設
か
ら

　
生
涯
学
習
支
援
施
設
は
、
比
較
的
完
結
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
顧
客
満
足
度
等
の
ア
ウ
ト

カ
ム
（
成
果
）
指
標
が
取
り
や
す
い
。
従
来
か
ら
の

経
緯
を
考
慮
す
る
あ
ま
り
斬
新
な
発
想
が
出
に
く
い

事
務
事
業
評
価
を
一
旦
離
れ
、
手
始
め
に
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
業
務
棚
卸
を
し
、
職
場
単
位
で
自
分
た
ち
の

使
命
や
顧
客
が
求
め
る
価
値
、
成
果
に
つ
い
て
議
論

し
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
、
使
命

（
M
i
s
s
i
o
n
）
ｌ
将
来
像
（
V
i
s
i
o
n
）
ｌ
顧
客
（
C
u
s
t
o
m
e
r
）

ｌ
顧
客
価
値
（
C
o
r
e
　
V
a
l
u
e
）
-
成
果
（
O
u
t
c
o
m
e
）
と

い
っ
た
様
式
で
ま
と
め
、
職
場
単
位
で
の
考
え
方
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

⑤
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
理
想

　
生
涯
学
習
支
援
施
設
と
い
う
現
場
か
ら
の
経
営
改

革
に
焦
点
を
当
て
て
１
年
間
研
究
を
進
め
て
き
た

が
、
や
は
り
、
広
が
り
と
深
さ
に
は
限
界
が
あ
る
。

全
庁
的
な
推
進
体
制
を
取
り
、
改
革
の
対
象
と
し
て

①
実
践
運
動
、
②
管
理
シ
ス
テ
ム
、
③
経
営
体
制
と

い
う
３
つ
の
レ
ベ
ル
を
意
識
的
に
峻
別
し
、
更
に
改

革
の
方
法
論
と
し
て
、
①
民
間
経
営
手
法
の
導
入
、

②
市
民
参
加
／
協
働
、
③
自
律
型
組
織
　
と
い
う
３

つ
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
経
営
改
革
が

望
ま
れ
る
。

<
教
育
委
員
会
中
央
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
課
サ
ー
ビ
ス

第
二
係
長
　
林
　
博
己
（
代
表
）
／
同
　
サ
ー
ビ
ス
課

サ
ー
ビ
ス
第
二
係
　
依
田
　
一
／
同
　
企
画
運
営
課

担
当
係
長
　
林
　
千
賀
／
同
　
企
画
運
営
課
　
桑
原

芳
哉
／
教
育
委
員
会
緑
図
書
館
　
入
船
　
康
子
／
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
立
花
　
亜
紀
子
／
建
築
局

総
務
課
職
員
係
長
　
小
林
　
謙
一
Ｖ

の戦略計画案（２）：運営者の視点表－7　横浜市立図書館（中央図書館十地域館）
（
注
１
）
試
作
し
た
戦
略
計
画
と
業
績
評
価
指
標
の
全
貌
を

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
執
筆
者
ま
で
ご
一
報
頂
き
た
い
。

（
注
２
）
南
学
（
２
０
０
１
、
2
0
0
2
）
「
自
治
体
サ
ー

ビ
ス
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
と
『
行
政
改
革
』
」
（
第
１
回
～
第
７

回
）
『
地
方
財
務
』
2
0
0
1
年
1
0
月
号
～
2
0
0
2
年
４

月
号

（
注
３
）
西
村
彩
枝
子
・
三
村
敦
美
（
2
0
0
0
）
「
『
図
書

館
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
』
に
関
す
る
考
察
」
『
現
代
の
図

の戦略計画案（３）：設置者の視点表－8　横浜市立図書館（中央図書館十地域館）
書
館
』
3
8
巻
１
号
、
ｐ
．
3
1
－
4
2
で
は
、
東
京
都
江
東
区
、

神
奈
川
県
座
間
市
、
佐
賀
県
佐
賀
市
の
各
図
書
館
に
お
け

る
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

（
注
４
）
上
山
信
一
藍
訳
・
監
修
］
（
2
0
0
1
）
『
行
政
評

価
の
世
界
標
準
モ
デ
ル
』
東
京
法
令
出
版

（
注
５
）
上
山
信
一
　
Ｔ
９
９
９
）
『
「
行
政
経
営
」
の
時
代

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
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